
高齢者はお金を払うことによって下の世代の
人たちに貢献することができ、運転する時間
がとれる方も高齢者へ貢献をすることができ
ます。一方的に支え合うのではなく、両者が
助け合える環境、お互いがお互いにとって役
に立ち「大事な存在だよね」と言えるような、
コミュニケーションのツールとして使ってもら
いたいと思っています。
　法令等の関係上、利用しづらい点がいろい
ろとあるかと思います。そういった点はどんど
ん私たちへお知らせください。皆さんの声を

町民の夢、「移動サポート事業」始動！

上島町自動車管理協同組合
組合長
中林　運雄さん

コミュニケーションツールのひとつ

高齢者の移動が制限され、買い物にも行けず
引きこもりになってしまうと、認知症が進んで
しまうといわれています。車を持っていない方
でも、組合に入会して車を共同所有すれば、「こ
まなん自動車」を利用することができます。
半年間は入会金がかかりませんので、この機
会にぜひお試しください。外出して人生を楽し

リクルートホールディングス
あいあい自動車開発責任者
金澤　一行さん

移動して人生を楽しんで、
認知症対策をしましょう

こまなん自動車

登録運転手

上島町自動車管理協同組合

組合所有車

組合員

免許証も返納し、通院に町有バスを使用して
いますが、帰りの時間にちょうどいい便がなく、
家族や知り合いにお願いして連れて帰っても
らっています。みんな快く受けてくれますが、
毎度のことなので申し訳なく思っていました。

弓削地区
川本　末子さん

ずっと待ち望んでいました
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上：上島町自動車管
理協同組合所有の
自動車。宮脇町長と
こまなん代表白川氏
が「こまなん自動車」
ステッカーを貼り付
け。中：組合所有２
台の車が出発。下：
住民さんが試乗。
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こまなん自動車なら、
料金も見えているし気
兼ねなくお願いできそ
うです。

集め、各省庁へ規制緩
和の提案を呼びかけ、
更なる利便性を図って
まいります。

住民さんが納得の
いくまで丁寧に説
明をするこまなん
代表白川さん。

んで、認知症の対策
をしましょう。

移動サポート事業のしくみ
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